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表 1 年 度 別 症 例 数

Ⅰ,緒 言

近年,交通機関の増加,スポーツ, 産業の隆盛

に伴い, 顎 口腔外傷が増加の傾向を示 している｡

我々は, 昭和43年 1月から昭和47年12月までの最

近 5年間, 本学歯学部付属病院口腔外科を受診 し

た口腔領域の 外傷患者379名に ついて, 統計的に

観察 したのでその概要を報告する｡

ⅠⅠ,臨床統計的観察

(1) 症例別観察

症例総数379名は,5年間の口腔外科外来新患々

者のべ総数約12,700人の約4%にあた り, 当病院

入院患者の約30%を占めている｡

また,外傷を症例別にみると, 表 1のように顎

骨々折が74.1%に あたる281例あ り, 圧倒的に 多

い｡ 次に, 歯牙単独損傷45例 (ll.9%), その他

13例 (8.2%)で,軟組織単独損傷は13例 (3.4%)

である｡

顎骨々折を上下顎別にみると, 表 2のように上

顎骨々折47例 (16.7%), 下顎骨々折196例 (69.8

%),上下顎骨々折34例 (12.1%)で, 下顎は上顎

に比 して 圧倒的に多 く, その比率は約 3:1であ

総 計(例数)

顎 骨 々 折

歯牙損傷 のみ

軟組織損傷のみ

歯 牙 と
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3 2 1 2 9 2.4
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る｡

更に, 顎骨々折を骨体骨折と歯槽骨々折に区分

すると,上顎では骨体骨折16例 (34.0%),歯槽骨

々折のみ31例 (66.0%), 下顎では骨体骨折168例

(85.7%),歯槽骨々折のみ28例 (14.3%)で,歯槽

骨々折は上顎に多 く,骨体骨折は下顎に多い｡

(2) 年度別観察

表 1に示すように,年々増加の傾向にある｡ 昭

和44年はやや減少 しているが, 特別の意味はない

と思われる｡
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表 2 骨折の種塀別

上 顎 骨 47例(16.7%)

歯 槽 骨 31例(66.0%)

骨体(+その他) 16例(34.0%)

下 顎 骨 196例(69.8%)

歯 槽 骨 28例(14.3%)

骨体(+その他) 168例(85.7%)

上 下 顎 骨

歯 槽 骨

骨体(+その他)

上歯槽+下骨体

頬 骨 (弓)

計

34例(12.1%)

10例(29.4%)

18例(52.9%)

6例(17.6%)

4例(1.4%)

281例(100.0%)

(3) 月 別 観 察

受傷時期を月別にみると, 図 1のように,7,

8,10, 11月に多く, 1,2,3月に少ない傾向

がみられる｡季節別にみると,冬期に少ないのが

特徴的である｡

50
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図 1 月 別

(4) 受傷時刻別観察

受傷時刻は,表 3のように, 午後が午前より圧

倒的に多く,特に,午後6時から9時の間が多い｡

(5) 男女別観察

男女別にみると,図2のように,男性313名 (82･6

%),女性66名 (17.4%)で, 男性の受傷率は女性

の約 5倍を示している｡

(6) 年齢別観察

年齢別にみると,図2のように,20歳代に最も

多 く,114名 (30.1%)を占め,ついで10歳代,30歳

代の順である｡

表 3 受 傷 時 刻 別
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図 2 年 齢 ･性 別

率を示している｡

(7) 受傷原因別

なお,9歳以下が全体の12.7%を占め, 特に5 原因別にみると, 表 4の ように, 交通事故 が

歳以下が7.7% (うち顎骨々折5.7%)でかな り高 206例 (54･4%)を占め, 圧倒的に多い｡次に,作
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業事故43例 (ll.3%),転倒36例 (9.5%)の順であ

る｡

表 4 受 傷 原 因 別
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(8) 受傷から来院までの日数

受傷後来院までの日数については, 表 5のよう

に,即日来院したもの74例 (19.6%),2週間以内

のものは全体の72.5%を占めている｡

表 5 来院までの日数 ､

症例数 % 警 貫 %
当 日 74 19.6 49

- 5日 127 33･6 100

6.-13日 73 19.3 56

14日′- 104 27.5 75

不 明 1 1

計 379 281
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(9) 紹 介 者 別

紹介者については,表 6のように,大病院から

の紹介が45%を占め,圧倒的に多い｡ 当科を直接

受診したものは,わずか9%である｡

表 6 紹 介 者 別

紹 介 者 例 数

病 院

医 院

歯 科 開 業 医
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(10) 治 療 法

歯槽骨々折に対し,約70%は抜歯,および,骨

整形を施行し,下顎骨々体骨折に対して72%は非

観血的整復,固定を行なった｡

ⅠⅠⅠ,総括および考察

近年, 交通機関 および産業経済の 急速な発展

は,経済成長に与る国民の生活水準の向上に役立

ったが,一方,各種の公害をもたらした｡交通災

害や作業事故もその一つであり,そのため,顎顔

面領域の外傷患者も増加の一途を辿っている｡顎

骨々折に関する統計的観察は,最近, 多数報告さ

れているが1)~13),歯牙単独損傷などを含めた統計

は少ないように思われる｡そこで,我々は,最近

報告された顎骨々折の統計と比較しながら, 新潟

地域の特徴についても併せて検討を加えてみた｡

顎骨々折数について,最近の国内の報告1)~6)と

比較すると,年間平均56例はかなりの高頻度であ

る｡このように顎骨々折が多いことは, 当科の大

きな特徴の一つであり,これは,顎骨々折治療の

特殊性から,他に適当な治療機関が少ないために

当科に集中するものと思われる｡

顎骨々折を部位別にみると, 上下顎の比率は約

1:3で,他の報告1)~13)も圧倒的に下顎に多いこ

とを示している｡下顎に多い原因としては, 下顎

骨が解剖学的関係から外力を受けやすいためと思

われる｡ 上顎骨々折については脳外科 ･耳鼻科 ･

外科などでも処置され, 当科を受診しない症例も

かなりあるものと思われる｡

次に,歯牙損傷,軟組織損傷は,顎骨々折の合

併症として,または,単独でも起きるが, 特に単

独のものは一般開業医などの治療機関で処置され

ているため,低率を示していると思われる｡

年度別にみると,国内の他の報告2)3)と同様に年

々増加している｡昭和43,44年が少ないのは, 昭

和42年 9月に当大学歯学部付属病院が 開設されて

まもなくであり,その存在がまだ, 県下各地に知

れておらず, 一方,大部分の外傷患者が紹介者を

通じて当科を受診することから考えれば, 当時は

紹介者が限られていたためと考えられる｡

月別では,久野2)は5,6月に,古屋3)は4月の
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行楽シーズンと12月の年末に, 藤岡5)は冬期に多

いと報告してお り, 各報告者によりまちまちであ

る｡これは, 各報告者の所属する医療機関の地域

性に,多分に左右されているものと思われる｡ 我

々の観察では,7,8,10,11月に多 く,1,2,

3月に少ない傾向である｡ このように冬期少ない

のは,新潟地方が,冬期, 雪のため交通事故が少

ないことが主な原因と考えられる｡ 参考までに,

図3は昭和47年県警調べの交通事故件数, 負傷者

数 と顎骨々折数の比較 したものであるが, ほ ぼ 一

致 していることがわかる｡

受傷時刻は,午後が午前より圧倒的に多 く,特

に,午後 6-9時の間が多い｡ この理由は,交通

事故についてみると, 夕方の交通事情の悪さと夜

間における飲酒運転,疲労, スピー ドの出し過ぎ

などが,事故発生を助長 していると思われる｡

男女別にみると,男性が圧倒的に多 く, 女性の

約 5倍であ り,他の報告例1)~13)も同様である｡

年齢別では,20歳代に最も多 く, ついで10歳代,

30歳代の順である｡20歳代の受傷者が多いことは,

多 くの報告例1)~4),6),9),ll)~13)と一致 している｡

なお,9歳以下が 全体の12･7% (うち顎骨々折

8･9%)を占め, 特に5歳以下が7.7% (うち顎骨

000

交
通
事
故
I

H
リ

々折5･3%)である｡9歳以下に,上野6)は8.0%,

久野2)は11･2%, 藤岡5)は10%と報告し, ほぼ同

頻度である｡ しかし, 5歳 以下に, Rowe and

Killey9)の0･7%,Halazonetis10)の 0.68%,
GischlerundLtickell)の0･44%らの外国の報告

例 と比較 して, かな り高率を示 している｡小児の

受傷原因は, 交通事故でのとび出し,転倒,転落

がほとんどであ り, この頻度の差は,道路事情な

ど, 社会および生活環境の相違に起因するのでは

ないかと思われる｡

原因別では,各報告1)ー11),13)とも交通事故による

ものが最も多 く,上野6)は45%,久野2)は44.4%,

藤岡5)は43.3%と報告している｡我々の統計でも,

交通事故が54･5%と高率を示し,作業事故11.3%,

転倒9.5%の順である｡まず,これを昭和36年の当

児における吉岡の報告8)と比較すると, 当時は,

交通事故は36.3%であ り, 非常に増加 したことが

わかる｡

なお, 我々の観察では, 殴打は わずか6.3%で

あるが, 外国の 報告例に おいては, Roweand

Killey9)の25.6%,Gischlerund Liickell)の

24･4%, Rothe12)の30.1%であ り, 日本の 報告

例に比して非常に高率を示 している｡
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受傷後来院 までの 日数は, 即 日来院 した もの

19.6%,5日以内53%,2週間以内は全体の72.5%

を占めている｡ 良好な予後を期待するには早期治

療が望ましいことは言 うまでもない｡ しか し, 2

週間以上を経過 した例は27%あ り, これらのほと

んどの例が身体他部の合併損傷を伴 うもので, そ

れらの処置を優先 し, その後に来院 しているのが

現状である｡今後は, 他科 との密接な連絡による

早期の処置が必要であろう｡

紹介者別にみると, 大病院からの紹介が45%を

占め圧倒的に多い｡ これは, 合併損傷を受ける場

合が多いことをも示 している｡ 歯科開業医を経て

来院する場合は, 歯牙破折から歯槽骨々折までの

比較的軽度な症例が多 く,これも, 年々増加の傾

向にある｡

最後に,顎骨々折の治療についてみると,非観血

的に整復されたものが約70%である｡ 使用副子に

ついてみると,歯牙連続結教法が大部分であ り,悼

に三内式,床副子などが使用され,症例によりchin

capを併用 している｡最近,歯牙に直接 レジンブ

ラケ ットを装着する方法が開発され, 矯正治療の

みでな く,我々も少数例ではあるが, 副子 として

の利用を試み,好結果を得ている14)｡ これは, 審

美面, 歯周組織に対する為害作用がない,前出の

完成 して いない 歯牙に 応用できる 点などが 大き

な利点であるが,反面,経済面, 強度の点で問題

も残 されている｡ 観血的処置を施行 したものは約

30%で,陳旧骨折症例に多 く実施されている. な

お, 残存歯の少ない場合や小児などで確女な固定

が困難な場合には, 義歯あるいは床副子を顎骨の

周囲をめぐる結条線を通 して 結敦固定する囲焼結

教法を行なっている｡

なお, 顎骨々折についての詳細な報告は別の機

会に行ないたい｡

1) 症例別では,圧倒的に顎骨々折が多 く, 特

に下顎骨々体骨折が多かった｡

2) 年度別では,年々増加の傾向にあった｡

3) 月別では, 7, 8,10,11月に多 く, 季節

別では冬期に少ない傾向にあった｡

4) 性別では, 男性は女性の約 5倍であった｡

5) 年齢別では,20歳代が最も多 く, 10歳代,

30歳代の順であった｡

6) 原因別では, 交通事故によるものが54.4%

を占めていた｡

7) 受傷後来院までの日数は, 大多数が 2週間

以内であった｡

8) 紹介者は,約半数が病院であ り,最近, 歯

科開業医も増えている｡

9) 顎骨々折の治療は, 非観血的に整復 された

ものが約70%であった｡

ⅠⅤ,結 論

我々は, 昭和43年 1月から昭和47年12月までの

最近 5年間に, 当大学歯学部付属病院口腔外科を

受診 した 外傷患者379例について, 臨床的に 種々

の面から検討 した結果, 次のような結論が得られ

た｡
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本論文の要旨は,昭和48年度新潟歯学会第 1回例

会において発表した｡
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